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安
倍
首
相
が
仕
掛
け
た
年
末
の
謀
略
的

衆
議
院
選
挙
が
終
わ
り
、
は
や
一
ヵ
月
余
、

通
常
国
会
が
始
ま
っ
て
い
る
。
〝
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
継
続
で
景
気
回
復 

〟
と
い
う

ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
を
選
挙
争
点
に
す
る
狡
猾
戦

術
で
有
権
者
を
欺
瞞
し
、
幻
想
を
抱
か
せ
多

数
を
制
し
た
。
し
か
し
、
比
例
区
得
票
率
は

全
有
権
者
の

17
％
に
す
ぎ
な
い
。 

安
倍
・
自
公
政
権
の
衆
院
解
散
総
選
挙
の 

狙
い
は
明
ら
か
！ 

政
権
の
延
命
と
日
本
の

針
路
の
転
換
。
安
倍
政
治
を
根
底
か
ら
拒
否

し
、
内
閣
打
倒
へ
総
力
を
挙
げ
よ
う
！ 

 

安
倍
政
治
の
悪
政
の
実
体
を
暴
き
、
政
権

打
倒
へ
反
撃
開
始
を
！ 

我
々
の
政
治
闘
争

の
最
大
争
点
は
、
安
倍
・
自
民
党
に
「
国
の 

       

形
を
変
え
さ
せ
な
い
」
、
こ
と
！ 

安
倍
・

自
民
党
が
目
論
む
日
本
の
針
路
転
換
を
許
さ

な
い
！ 

 

―
―
安
倍
の
狙
い
は
、
「
戦
争
の
で
き
る

『
軍
事
・
経
済
大
国
』
へ
の
転
換
」
―
―
そ

れ
は
ま
た
「
戦
争
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な

い
国
」
へ
の
道
で
も
あ
る 

 

国
民
の
信
任
を
得
た
と
豪
語 

 

日
本
の
政
治
は
、
衆
議
院
選
挙
で
大
勝
し

た
自
民
、
公
明
を
与
党
と
す
る
安
倍
政
権
が

継
続
す
る
。
安
倍
・
自
民
党
が
掲
げ
た
選
挙

公
約
で
は
「
戦
争
を
す
る
国
」
め
ざ
し
た
一

連
の
改
憲
路
線
を
言
葉
巧
み
に
表
現
し
て
い 

       

る
が
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
閣
議
決

定
」
な
ど
、
今
後
の
日
本
の
針
路
を
根
底
か

ら
覆
す
（
国
の
形
の
転
換
）
が
隠
さ
れ
て
い

る
。
選
挙
で
多
数
議
席
を
得
た
今
、
安
倍
首

相
は
当
面
の
諸
課
題
に
つ
い
て
国
民
の
信
任

を
得
た
と
豪
語
し
て
い
る
！ 

 

だ
が
、
安
倍
・
自
民
党
の
得
た
票
は
、
小

選
挙
区
で
全
有
権
者
の

24
％
、
比
例
区
で

は

17
％
に
過
ぎ
な
い
！ 

棄
権
は
白
紙
委

任
で
は
な
い
！ 

「
信
任
を
得
た
」
な
ど
は

独
り
よ
が
り
の
独
裁
者
の
暴
論
で
あ
る
。
断

じ
て
許
せ
な
い
！ 

し
か
し
、
衆
参
で
圧
倒
的
多
数
を
有
す
る

安
倍
政
権
は
「
こ
の
道
を
進
め
る
」
と
し
て

暴
走
に
拍
車
が
か
か
る
。
原
発
の
再
稼
働
や

軍
事
産
業
支
援
・
武
器
輸
出
を
公
然
化
し
、

こ
う
か
つ 



◆時の動き 
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「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
や
憲
法
改
悪
ま
で

視
野
に
入
れ
て
い
る
。
任
期
は
４
年
あ
る
。 

15
年
か
ら
の
政
治
闘
争
は
、
平
和
国
家

日
本
の
存
亡
を
賭
け
、
憲
法
の
三
原
則
を
守

る
た
め
の
過
酷
で
厳
し
く
且
つ
激
し
い
戦
い

を
避
け
て
は
と
お
れ
な
い
。 

我
々
働
く
者
や
中
小
企
業
や
商
工
業
者
な

ど
に
と
っ
て
は
自
ら
の
人
権
を
守
る
闘
い
と

共
に
国
民
全
体
の
命
と
く
ら
し
を
守
り
、
日

本
と
ア
ジ
ア
の
平
和
を
構
築
す
る
闘
い
を
目

的
意
識
的
に
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 新

し
い
年
を
迎
え
、
反
撃
開
始
！ 
 

安
倍
内
閣
打
倒
の
戦
い
を
！ 

 

闘
争
課
題
、

10
の
柱 

 

①
安
倍
政
権
は
２
０
１
３
年

12
月
６
日
に

各
界
各
層
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
国
民
の

言
論
封
殺
を
め
ざ
し
て
「
特
定
秘
密
保
護
法

を
強
行
可
決
し
、

14
年

12
月

10
日
に
施
行

し
た
。 

―
廃
止
の
戦
い
を
！ 

②
２
０
１
４
年
７
月
１
日
に
は
、
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
を
閣
議
決
定
し
た
。 

―
認
め
な
い
戦
い
を
！ 

③
自
治
体
選
挙
後
に
は
「
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
の
改
定
が
行
わ
れ
る
。
狙
い
の
一
つ
、

閣
議
決
定
し
た
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
。 

―
拒
否
す
る
大
衆
闘
争
を
！ 

④
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
と
す
る
た

め
に
は
、
「
自
衛
隊
法
」
改
正
な
ど

20
本
近

い
法
律
の
改
正
が
必
要
だ
。
国
会
で
の
議
論

の
形
骸
化
が
危
惧
さ
れ
る
。 

―
「
戦
争
参
加
絶
対
反
対
」
、
国
会
内
外

の
戦
い
で
断
固
阻
止
！ 

⑤
安
倍
政
権
は
軍
事
産
業
を
育
成
強
化
し
武

器
輸
出
を
拡
大
す
る
。 

―
武
器
輸
出
反
対
の
戦
い
を
！ 

⑥
安
倍
政
権
は
沖
縄
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設

の
強
行
を
図
り
、
米
日
に
よ
る
ア
ジ
ア
制
覇

戦
略
拠
点
化
を
目
論
む
。 

―
沖
縄
県
民
に
連
帯
し
、
断
固
粉
砕
の
戦

い
を
！ 

⑦
安
倍
政
権
は
原
発
を
再
稼
働
さ
せ
、
海
外

輸
出
を
強
化
す
る
。 

―
再
稼
働
を
許
さ
な
い
戦
い
を
！ 

⑧
安
倍
政
権
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
継
続

強
化
し
、
消
費
税
を

10
％
に
引
き
上
げ
、

更
な
る
大
企
業
擁
護
、
労
働
者
使
い
捨
て
政

策
（
派
遣
法
改
悪
）
を
推
進
し
、
日
本
経
済

と
庶
民
の
く
ら
し
を
破
壊
す
る
。 

―
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
欺
瞞
・
幻
想
を

暴
く
戦
い
を
！ 

⑨
安
倍
政
権
の
本
質
は
大
都
市
集
中
、
大
企

業
優
先
、
男
性
社
会
継
続
等
で
地
方
の
過
疎

化
と
格
差
拡
大
を
も
た
ら
す
。
「
地
方
創

生
」
や
「
女
性
が
輝
く
」
な
ど
は
虚
構
だ
。 

 
 

―
安
倍
政
治
の
本
質
を
暴
く
戦
い
を
！ 

⑩
安
倍
政
権
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
米
国
に
屈
し
、
日

本
の
農
山
村
（
農
業
、
林
業
、
漁
業
）
を
崩

壊
さ
せ
る
。 

―
日
本
の
社
会
構
造
破
壊
を
許
さ
な
い
戦

い
を
！ 

 

安
倍
内
閣
打
倒
め
ざ
し
て 

共
同
戦
線
を
構
築
し
よ
う 

（
え
は
ら 

ひ
で
あ
き 

２
０
１
５
・
３
月
記
） 


